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平成 30 年 10 月 31 日 
 
 

  架空請求において「かたられている側の事業者」が消費者被害の拡大防止のた

めに行っている取組について 

 
  

消費者庁は、架空請求において「かたられている側の事業者」と意見交換を行いつ

つ、これらの事業者と連携し、架空請求被害の拡大防止の推進に向けた取組を行って

います。 

この度、「架空請求対策パッケージ」（平成 30 年 7 月 22 日消費者政策会議決定）の

一環として、架空請求における「かたられている事業者」であるアマゾンジャパン合同

会社及びその関連会社（以下併せて「アマゾン」といいます。）並びにヤフー株式会社

の取組についてまとめましたのでお知らせいたします。 

他の事業者及び消費者におかれましては、架空請求被害の拡大防止のため、これら

の事業者の取組を参考にしていただければ幸いです。消費者庁は、今後とも、各事業者

と連携し、架空請求被害の拡大防止に向けた取組を推進していく所存です。 

 

○アマゾンの取組 

・ Amazon.co.jp 内のヘルプトップページに、消費者に対し注意を促すメッセージを

表示。 

 URL:https://www.amazon.co.jp/gp/help/customer/display.html 

 

 

・ Amazon.co.jp において商品の購入等に利用できるギフト券の販売方法を説明した

ウェブサイトにおいて、トップページにおけるバナー広告や特設ページを通じてギフ

ト券詐欺に対する注意喚起を実施。 

 

URL:https://www.amazon.co.jp/%E3%82%AE%E3%83%95%E3%83%88%E5%88%B8/b?ie=U

TF8&node=2351652051 
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URL:https://www.amazon.co.jp/Amazon-%E3%82%AE%E3%83%95%E3%83%88%E5%88%B8

-%E8%A9%90%E6%AC%BA/b/ref=gc_lpt3_lnv_fraud2?ie=UTF8&node=4048518051&pf_r

d_m=AN1VRQENFRJN5&pf_rd_s=merchandised-search-

leftnav&pf_rd_r=ECFGM4HB36XG4CWE8AE8&pf_rd_r=ECFGM4HB36XG4CWE8AE8&pf_rd_t

=101&pf_rd_p=541c6749-5f43-40bc-adc5-283369fa5509&pf_rd_p=541c6749-5f43-

40bc-adc5-283369fa5509&pf_rd_i=2351652051 

 

 

・ カスタマーサービスにおいて、消費者からの問合せに対して、受信したＳＭＳはア

マゾンからのメッセージではないとして、記載の電話番号に連絡しない旨を案内。 

 

・ ギフト券の裏面に、詐欺業者の可能性を示唆する警告文を記載。 

例：Amazon ギフト券（カードタイプ）裏面の詐欺に関する注意事項 
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・ コンビニエンスストアのキオスク端末（マルチコピー機）の画面でギフト券を購入

する際、詐欺業者の可能性を示唆する警告文を表示。 

 
   

・ コンビニエンスストア大手３社の協力を得て、全国の販売店舗において、バリアブ

ルカード（注）のギフト券を販売するフックにギフト券詐欺について注意喚起する警

告文言（いわゆる POP）を設置。 

(注)購入者が 1,500〜50,000 円の間で自由に利用金額を決められるカード 

   

 

○ヤフー株式会社の取組 

・ ヘルプセンターに消費者庁及び東京都の実施した注意喚起のウェブサイトへのリン

クを掲載。 

URL:https://www.yahoo-help.jp/
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・ ヘルプセンターに「利用した覚えのない利用料金の請求が来た」との項目を設け、

架空請求を受けた際は「お金を払わない」、「連絡を取らない」などの説明や相談窓口

へのリンクを掲載。 

URL:https://www.yahoo-help.jp/app/answers/detail/p/533/a_id/43786 

 

 

・ Yahoo!メールヘルプに「迷惑メールが届いたときの対処方法」との項目を設け、迷

惑メールを受信したときは「迷惑メールに返信しない」、「迷惑メール内に記載されて

いるＵＲＬにアクセスしない」、「迷惑メールに添付されたファイルを開かない」といっ

た説明等を掲載。 

URL:https://www.yahoo-help.jp/app/answers/detail/p/622/a_id/80681 
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・ セキュリティセンターに「当社をかたるフィッシングメール、不正メールにご注意

ください。」との項目を設け、迷惑メールを含む不正メールを受信したときは「開か

ずに削除しましょう。」などの説明を掲載。 

URL:https://security.yahoo.co.jp/news/0005.html

 

 

・ Yahoo!ウォレットのお知らせページに「「ヤフー相談窓口」「Yahoo! JAPAN 相談窓

口」をかたる架空請求メールにご注意ください」との注意喚起のお知らせを掲載。 

URL:https://wallet.yahoo.co.jp/notice/archives/20170721_01.html 
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・ 架空請求に関連したキーワードが検索された際に、「消費者ホットライン 188」の

案内ページを検索結果表示画面の上位に表示。 

 
 

（参考） 

•「架空請求対策パッケージ」（平成 30 年７月 22 日消費者政策会議決定）（消費者庁ウェブサ

イト） 

  URL:http://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_policy/caution/caution_016/ 

 公表内容に関する問合せ先 

消費者庁消費者政策課財産被害対策室

電話 ０３－３５０７－９１８７ 


